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概要 
本研究では，ダンスを専門としない大学生が，気が付

けば自然とコンテンポラリーダンス表現を創作してし
まうような教育プログラムのデザイン原則を明らかに
するという目的のもと，熟達者の近藤良平氏の授業実
践を対象に，近藤氏の授業展開を分析した．その結果明
らかになったデザイン原則は，講師も参加者も童心で
向き合い，人と人が接触により動いていく活動（コンタ
クト）を中心に，身体が持つ物質的な側面と社会的な側
面を使い分けながら他者とインタラクションしていく
中で，活動が探索中心のものから徐々に発信を見据え
たものになるようにすることであった． 
 
キーワード：創造性, ダンス，教育デザイン，芸術 

1. はじめに 

生成 AI などのテクノロジーが日常に浸透してきた

現代，生身の身体を持つ人間が，その身体と心を活発に

動かしながら創造的に生きることは，人として豊かな

人生を送る上でますます大切になるだろう． 

先行研究においても，長期の時間スパン(Glaveanu, 

2013; Gruber, 1989; Yokochi & Okada, 2021)で人々の創造

活動を促すことは，その人々が専門家であろうとなか

ろうと，人生を豊かに生きていく上で重要であると主

張されている（岡田・縣, 2020）．では，どのように促せ

ばよいのか．その答えを探る一例として，本研究では，

様々な創造活動の中でもコンテンポラリーダンスにお

ける創作に焦点をあて，ダンスを専門としない大学生

を対象とした，教育プログラムのデザインのあり方に

ついて検討する．様々なダンス表現の創作の中でも，コ

ンテンポラリーダンスにおける表現の創作は，特殊な

技術の使用というよりは，その人の心と身体だからこ

そできるダンスを創ることが重視され（Nakano & 

Okada, 2022），本研究にはふさわしいと考えた．では，

どのように教育プログラムをデザインするとよいのだ

ろうか． 

2. 人々の創造活動を阻むもの 

人々の創造活動を阻む要因として以下の 2 点が重要

である．第一に，認知的な制約である．創造はある特殊

な人々のものだという創造性神話 (Weisberg, 1986)や，

fixed creative mindsets (Karwowski & Brzeski, 2017)のよう

な思い込みである．特にダンスの場合は，特殊な身体技

術が必要で，身体が動かないから自分にはダンスはで

きない，と考える人が多い可能性がある．2点目として，

創造活動の経験そのものが不足していることが挙げら

れる（Okada, Agata, Ishiguro, & Nakano, 2021）．自分自身

の身体を使って，hands-onで創造した経験が少ないと，

創造活動のおもしろさを会得しがたく，自ら取り組ん

でみようという動機付けが高まらない可能性がある． 

3. 本研究の目的 

上述の 2 つの要因を考えると，ダンスを専門としな

い人を対象にしたダンス創作の教育プログラムには以

下の 2 つの要素が重要である．①人々の認知的な制約

が自然とはずれるような仕掛けと，②様々な表現を探

索・発信する中で，創造活動の面白さを体験する仕掛け

である．つまり，「自然と」身体が動いていて，「気が付

いたら」自分がわくわくしながらダンス表現を創作し

ていたという教育プログラムが有効である．それによ

って，自分の身体は動かないといった認知的な制約を

はずし，自らの表現を見出していけるようになる． 

以上の議論をふまえると，本研究の目的は，ダンスを

専門としない大学生が，気が付いたら自然とダンス表

現を創作してしまっているというような教育プログラ

ムのデザイン原則を明らかにすることである． 
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4. 方法 

データの取得に関しては，「いつの間にかダンス」（近

藤・高橋・中村，2006）の実践を数多く行っている近藤

良平氏に授業を行ってもらい，その授業を参与観察し

た．近藤良平氏は，日本を代表する振付家・ダンサーで

あると同時に，彩の国さいたま芸術劇場の芸術監督で

もあり，当該領域の熟達者である． 

授業は東京大学教育学部で「身体表現の実践」とし

て，1回 3時間 40分，週に１度，合計 7回行われた．

実施期間は2024年10月8日から11月19日であった． 

加えて，毎回の授業終了後に近藤氏に，その回の授業

のテーマ，授業内に行われたワークそれぞれの活動の

目的について半構造化インタビューを行った．インタ

ビュー時間は毎回 1時間半程度であった． 

データ分析は，まず創造性の 5A モデル（Glaveanu, 

2013, 2015）を拡張したモデルに基づいてカテゴリを作

成し， 参与観察とインタビューのデータをふまえ，各

ワークで近藤氏が重視する要素をカテゴリに分類した．

さらにそのカテゴリの変遷を時系列にならべた．以上

により，近藤氏がどのように「いつの間にかダンス」 

（近藤他，2006）をデザインしていたかを記述した． 

5. 結果と考察 

結果を表 1（左側）に示す．まず生成された大カテゴ

リは「外的要素」，「内的要素」，「活動（ワーク）のゴー

ル」であった．さらに「外的要素」の下位には「Action」，

「Inter-action」，「Affordance」があり，「Inter-action」の下

位には「Co-actor」（その下位に「動きのやりとり（接触

あり）」，「動きのやりとり（接触なし）」，「言葉のやりと

り」）と「Audience」，「Affordance」の下位には「音楽」，

「空間」，「その他」が生成された．「内的要素」の下位

には「Ideation」と「Emotion/Feeling」があり，「Ideation」

の下位には「イマジネーションの展開」， 

「Emotion/Feeling」の下位には「感情の表出」と「感情

の共有」が生成された．「活動（ワーク）のゴール」の

下位には「Imitation（遵守）」，「Exploration（探索）」，

「Expression（発信）」が生成された． 

時系列の変遷については，表 1（右側）から，全体を

通して，Co-actorとの動きのやりとり（接触あり/なし）

と Exploration（探索）が多いのがわかる． 

授業前半では，外的要素，特に他者との接触を通した

動きのやりとりが中心であった．実際の授業内容では，

他者に身体をあずけ，その重さを感じたり，ひっぱりあ

って互いの重心を感じたりと，身体がもつ物質的側面

を活用したワークが多く行われていた． 

授業中盤では，接触による他者との動きのやりとり

に加えて，接触のない動きのやりとりも増え，さらに感

情やイマジネーションなどの内的要素も重視したワー

クが多かった．実際の内容は，様々なシチュエーション

での出会いのシーンを表現してみるといったワークが

行われ，身体がもつ社会的な側面を活用したワークに

変遷していった． 

授業後半では，感情やイマジネーションを身体にの

せて，他者と表現を創作していくというワークが多く

行われるようになっていった． 

ワークのゴールは，探索を中心に，後半になるにつれ

て発信を見据えたものになっていった．それに伴い，音

楽，空間，Audience（観客）の存在など，みる・みられ

るが出現する特別な時空間を作るべく外的要素が設定

されていった． 

 以上から，ダンスを専門としない大学生が，気が付い

たら自然とダンス表現の創作を行ってしまっていると

いう教育プログラムのデザインの仕掛けは，人と人が

接触により動いていく活動（コンタクト）を中心に，身

体が持つ，物質的な側面と社会的な側面をうまく使い

分けながら，他者とインタラクションしていく中で，活

動が，探索中心のものから徐々に発信を見据えたもの

になるようにすることであることが明らかになった． 

6. 人々が自然とダンスを創作してしまう

ような教育プログラムのデザイン原則  

以上の結果をもとに，デザイン原則として，他者との

インタラクションと，探索が重要であることが示され

た．これは，ダンス教育での他者とのインタラクション

の研究（Nakano & Okada, 2022）や，ダンスムーブメン

トの創作での探索の研究（Shimizu & Okada, 2018）から

も支持される．デザイン原則の具体的な観点と順番に

ついては，本研究の結果をもとに，他者とのインタラク

ションに関して，「身体の物質的側面を活用したインタ

ラクションから始める」，「徐々に内的要素を伴う社会

的なインタラクションに移行する」を設定した．探索

（活動のゴール）に関しては，「徐々に発信を見据えた

活動を付け加えていく」，「発信を見据える際には，音楽

や空間，Audienceなどの環境を設定する」を設けた（表

2左側を参照）．  

先行研究は，参加者がより活発にダンス表現の創作
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を体験するには，内容だけでなく，講師の参加者との向

き合い方も重要であると指摘している（Nakano & 

Okada, 2022）．参与観察を通してみると，近藤氏は常に

参加者の反応や表現を心から面白がっており，そのこ

とを参加者に積極的に伝えていた．それが，参加者の能

動的な探索を刺激していた．インタビューにおいても

近藤氏は，講師も参加者も「一見よくわからないことで

も，そこに楽しみを見出してみるという意味で，童心で

いることが大切．しめしめと楽しむと遊びが表現にな

っていく」と述べていた．したがって，講師の向き合い

方としては，「講師が自身の童心の側面を積極的にみせ

る」ことが重要である．更に，参加者が童心でいること

を実現するために，授業において，近藤氏は常に「いい

ね，おもしろいね」と細やかに言葉がけを行っていた．

インタビューにおいても「参加者を調子づけることが，

能動的な表現に踏み出すことをあとおしする上で大切

だ」ということを述べていた．このことから，「参加者

を調子づけ，能動的な探索や表現を引き出す」ことも，

デザイン原則として重要である．これらをまとめると，

講師の向き合い方のデザイン原則は表 2（右側）の通り

である． 

この授業を通して，参加者の一人がレポートで以下

のように記述していた． 

私は表現がどんな人にも開かれていることを学んだ．

技術がなくても表現することが可能であり，自分に

もその権利が十分にあると感じるようになった． 

この気づきは，私の人生において表現活動を継続し，

さらに深めていく強い動機となっている． 

他にも，多くの参加者が「自分にはダンスはできない」

といった認知的な制約がはずれたことをレポートや毎

回の授業後のジャーナルで言及していた．と同時に，敬

遠していたダンスや表現を自分でも行うことが可能で

あるとの認識をもち，表現創作活動に興味を持つよう

になっていたことも記述していた．このことから，本研

究が提案するデザイン原則は有効であったと言えよう． 

7. 総合考察  

本研究では，ダンスを専門としない大学生が，自然と

ダンス表現を創作してしまうような教育プログラムの

デザイン原則を明らかにするために，熟達者の近藤良

平氏の授業実践に注目し，近藤氏の授業展開を分析し

た．それに基づいてデザイン原則を明らかにした． 

本研究は，現在の学校教育で行われているダンス教

育で重視される特徴を 2つの点で拡張した． 

1点目は，他者とのインタラクションの在り方である．

現行の学校教育のダンス教育でも，他者とのコミュニ

ケーションは重視されているが（例えば文科省（2013）

など），それは主に身体が持つ社会的側面を強調したコ

ミュニケーションである．一方，今回の実践では身体の

重さや浮遊感，重心を感じ合ったりするなど，根本的な

物質としての身体と身体のやりとりから始める．その

体験を経た上で，感情やイマジネーションを伴う人間

としての社会的コミュニケーションを体験する．この

ことにより，根源的な身体が動く喜びを体験できると

同時に，他者とより密接なコミュニケーションをとる

表 1 生成されたカテゴリとその時系列の変遷 

ワーク ①②③④⑤⑥⑦ ①②③④⑤⑥⑦⑧ ①②③④⑤⑥⑦⑧⑨ ①②③④⑤⑥⑦⑧⑨ ①②③④⑤⑥ ①②③④⑤ ①②③④⑤⑥⑦⑧⑨⑩⑪

近藤氏が重視する要素

外的要素

Action 〇 〇 〇 〇〇 〇〇 〇 〇〇

Inter-action

・Co-actor

1回目 4回目 5回目 6回目 7回目2回目 3回目

・・動きのやりとり（接触あり） 〇〇〇〇〇 〇〇〇 〇 〇〇〇〇 〇 〇〇 〇〇〇 〇 〇 〇〇〇〇〇〇〇

・・動きのやりとり（接触なし） 〇〇 〇 〇 〇〇 〇 〇〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇 〇〇〇〇〇 〇

・・言語のやりとり 〇 〇 〇〇 〇 〇〇〇 〇 〇 〇〇〇 〇 〇〇〇 〇

・Audience 〇〇 〇〇〇 〇〇 〇 〇〇 〇 〇

Affordance

・音楽 〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇〇〇

・空間 〇 〇 〇 〇 〇〇

・その他（光など）

内的要素

Ideation

・イマジネーションの展開 〇 〇 〇 〇〇〇〇〇〇 〇 〇〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇 〇〇〇〇〇〇

Emotion/Feeling

・感情の表出 〇〇〇〇 〇 〇

・感情の共有 〇〇 〇〇 〇〇 〇 〇〇〇〇〇〇〇

活動（ワーク）のゴール

・Imitation（遵守） 〇

・Exploration（探索） 〇〇〇〇〇 〇 〇〇〇〇〇 〇〇〇〇〇〇〇〇〇 〇〇 〇 〇〇〇〇〇〇 〇 〇〇 〇〇〇〇

・Expression（発信） 〇〇 〇 〇 〇〇〇 〇 〇〇〇 〇〇 〇〇 〇〇〇〇〇〇〇〇〇
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ことが可能になる．このような他者とのインタラクシ

ョンについての新しい観点と体験の具体的な順番を提

案した点で，本研究は新しい知見を提供したといえる． 

2点目としては，探索の重視があげられる．学校教育

におけるダンス教育は，そもそも体育の中に位置づけ

られ，学習者が「創作ダンス」作品を創作できるように，

その部分的要素を身体技能に焦点をあてつつ段階的に

体験していく（例えば七澤（2010）など）．一方，今回

の実践では，敢えて一見表現とは関連づかない遊びの

ような探索活動を中心にすえ，参加者が能動的にそれ

らの活動に楽しみを見出せるようになったら，その活

動をベースに，外的要素（音楽や空間，Audienceなど）

を整え表現を見据えていく．このことにより，参加者が

自ら能動的に楽しみを見出していた活動が気が付けば

ダンス表現を創作することに移行しているのだ．さら

に，そうすることで，遊びのような一見ダンスにはみえ

ないこともダンスにつながるという，参加者のダンス

の概念そのものも拡張される可能性がある．このよう

に活動の文脈そのものをダイナミックに動かし，捉え

直す観点とそれを表現創作にしていくデザインを提案

したという意味で，本研究は新たな知見を加えたとい

えよう．このことが，上述した参加者のレポート記述に

もあったように，授業が授業だけにとどまらず，その後

の参加者の生活にも影響を与え続けるものとなる可能

性を後押ししていると思われる．本研究の大きな目標

である人々の長期の創造活動を支援するためにも，こ

の探索の重要性と表現への接続の仕方を実際のデータ

に基づき主張した点に，本研究の意味がある． 

今後の課題として，更に実践を繰り返し，デザイン原

則を精緻化・発展させること，その実践により得られる

教育効果を実証的に検討することがあげられる．これ

らを通して，ダンス経験や年齢，国籍，障がいの有無な

どに関わらず，広く人々が気が付けば自然とダンス表

現を創作してしまう教育プログラムの開発を目指す． 
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表 2 自然とダンスを創作してしまうような教育プログラムのデザイン原則 

授業内容のデザイン原則 講師の向き合い方のデザイン原則

〇他者とのインタラクションを中心にする 〇講師が自身の童心の側面を積極的にみせる

・身体の物質的側面を活用したインタラクションから始める ・しめしめと楽しむ姿をみせる

・徐々に内的要素を伴う社会的なインタラクションに移行する 〇参加者を調子づけ、能動的な探索や表現を引き出す

〇活動（ワーク）のゴールは探索を中心にする ・細やかに言葉をかける

・徐々に発信を見据えた活動を付け加えていく

・発信を見据える際には、音楽や空間、Audienceなどの環境を設定する
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